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平
成
二
十
二
年
十

一
月
二
〇
日
、
日

吉
神
社
会
館
に
お
い
て

「新
屋
鹿
嶋
祭

保
存
会
設
立
総
会
」
が
新
屋
各
町
内
会

長
、
個
人
会
員
、
栗
田
養
護
学
校
な
ど

約
五
〇
名
を
集
め
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

鹿
嶋
祭
り
は
約
四
百
年
の
歴
史
を
誇

る
新
屋
の
伝
統
行
事
と
し
て

「鹿
嶋
さ

ん
」
の
呼
び
名
で
親
し
ま
れ
、
子
供
た

ち
の
健
や
か
な
成
長
と
家
内
安
全
、
無

病
息
災
を
祈
り
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

近
年

「伝
統
行
事
を
新
屋
の
観
光
資

源
と
し
て
活
性
化
で
き
な
い
か
」

「他

の
町
内
の
鹿
嶋
船
を
見
る
こ
と
が
で
き

な
い
の
は
残
念
」
と
し
た
意
見
や
最
近

で
は

「子
供
た
ち
の
鹿
嶋
の
歌
が
聞
こ

え
な
い
」

「太
鼓
の
音
や
リ
ズ
ム
が
町

内
会
に
よ
つ
て
マ
チ
マ
チ
。
子
供
た
ち

に
正
し
く
伝
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
」

「鹿
嶋
人
形
の
川
流
し
に
つ

い
て
、
環
境
保
護
の
立
場
か
ら
意
見
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
」
な
ど
の
声
が
出
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

鹿
嶋
祭
り
は
参
加
町
内
会
の
当
番
制
、

持
ち
回
り
で
運
営
さ
れ
て
き
た
こ
と
か

ら
、
鹿
嶋
祭
り
に
関
す
る
個
々
の
問
題

や
課
題
が
あ
っ
て
も
継
続
的
に
議
論
し

対
応
す
る
場
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
雲

散
霧
消
の
状
態
で
し
た
。

そ
こ
で
、
平
成
二
二
年

一
〇
月
に

「鹿
嶋
祭
り
を
考
え
る
会
」

（準
備
会
）

が
十
條
団
地
、
下
表
町
、
笹
町
、
緑
町
、

大
川
町
の
五
町
内
会
と
日
吉
神
社
石
澤

千
秋
宮
司
、
日
吉
神
社
責
任
役
員
な
ど

が
準
備
委
員
と
な
り

「保
存
会
」
発
足

に
向
け
て
準
備
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

「保
存
会
」
会
則
で
は
、

「文
化
財

愛
護
精
神
に
基
づ
き
、
新
屋
の
伝
統
行

事
で
あ
る
新
屋
鹿
鳴
祭
の
調
査
研
究
、

保
存
顕
彰
並
び
に
継
承
者
の
育
成
を
目

的
と
し
、
永
く
正
し
く
こ
れ
を
後
世
に

伝
承
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」
と
明

記
し
、

「鹿
嶋
祭
の
保
存
及
び
伝
承
、

調
査
、
研
究
に
関
す
る
こ
と
」
を
事
業

の
柱
と
し
て
、

「事
業
部
」

「広
報
部
」

「調
査
研
究
部
」

「実
技
部
」

「製
作

部
」
と
い
う
五
つ
の

「部
会
」
が
課
題

別
に
活
動
を
担

つ
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

今
年
度
の
事
業
計
画
と
し
て

「鹿
嶋

祭
写
真
展
示
会
」

「鹿
嶋
祭
の
昔
と
今

を
語
る
会
」

「鹿
嶋
祭
の
歌
と
太
鼓
の

お
囃
子
教
室
」
の
開
催
を
確
認
し
ま
し

た
。保
存
会
総
会
は
、
二
〇
町
内
会
、　
一

養
護
学
校
、
四
十
四
名
の
個
人
会
員
で

発
足
し
ま
し
た
が
、
保
存
会
活
動
を
担
つ

て
い
く
た
め
の

「会
員
の
拡
大
」
を
積

極
的
に
す
す
め
て
い
く
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。

（現
在
四
五
名
の
会
員
）

保
存
会
役
員
体
制
は
、
伊
藤
富
美
雄

さ
ん

（大
川
町
）
が
初
代
会
長
に
就
任

し
、
日
吉
神
社
責
任
役
員
、
各
町
内
会

長

・
役
員
の
皆
さ
ん
か
ら
保
存
会
の
副

会
長
、
理
事
、
監
事
な
ど
任
務
に
就
い

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
は
、
祝
賀
会
が
行
な
わ

れ
秋
田
市
、
新
屋
振
興
会
、
市
議
会
議

員
な
ど
来
賓
か
ら
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
、

太
鼓
と
笛
に
よ
る
演
奏
で
鹿
嶋
祭
の
お

囃
子
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
鹿
嶋
祭
り
で
は
、
子
供
た
ち

の

「
シ
ョ
ッ
、
シ
ヨ
ツ
、
シ
ヨ
ー
，
こ

の
元
気
な
歌
声
と
太
鼓
の
響
き
が
鹿
嶋

船
を
引

っ
張
り
、
初
夏
の
新
屋
の
街
並

み
を
練
り
歩
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

※
ニ
ロ
千
九
日

「会
■
全
体
会
■
」
に
つ
い

て
勝
「
綺
目
■
夏
Ｆ
“τ
ご
霊
面
螢
〓
こ
吾
▼．

役員会の部会雨口決定
部活中心に保存会活動をリード
師走の 12月 18日第 1回役員会を開催し、総会議
事録、会員名簿の確認や年間事業計画などスケジュー
ルを確認後、役員会の各部会配属案が事務局より提起
され了解されました。今後「事業部」「広報部」「調査
研究部」「実技部」「制作部」の 5つの部会を中心に活
動を担つていきますが、2月 「会員全体会議」を開き
個人会員の部会配属も決定し、部会長、副部会長など
任務分担と具体的な「部活内容」を討議します。「
鶴親苦騨 鵠樹

鹿 喘祭保 存会役 員体 制
会 長 伊藤富美雄 (大川町)
副会長 石澤千秋 (日 吉神社)
副会長 富田 漣 (十條団地)
副会長 海風敏夫 (下表町)
総 務 藤枝隆博 (大川町)
会 計 大塚正一 (緑町)
理 事 赤坂光一 (日 吉役員)
理 事 斉藤政雄 (日 吉役員)
理 事 鈴木恭治 (日吉役員)
理 事 山本義臣 (日吉役員)
理 事 小林敬一 (栗田養護)
理 事 小島初男 (緑町)
理 事 川田直政 (北新町)
理 事 南波郁夫 (南新町)
理 事 斉藤吉茂 (関町)
理 事 冨野勝輝 (愛宕町)
理 事 中山清造 (関町後)
理 事 安田 正 (日 の出町)
理 事 金澤國太郎 (比内町)
理 事 岡田徳美 (沖田町)
理 事 鍋谷雄司 (南団地)
理 事 遠藤一記 (田尻沢町)
理 事 今野周次郎 (高美町)
理 事 高橋昭一 (駅前町)
理 事 高橋 伸 (上表町)
理 事 小玉隆太郎 (中表町)
理 事 高橋 勝 (十條団地)
理 事 藤田友好 (市営住宅)
理 事 大塚誠智 (下表町)
理 事 狩野紀男 (大川町)
理 事 佐々木宏治 (笹町)
監 査 渡辺憲一 (笹町)
監 査 小野良二 (愛宕町)
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年 月 日 曜日

２日 金

１８日 日

○会員拡大運動「保存会入会書」（５０人～目標）【総務部】

　・各町内への呼びかけ文書（含む新屋郷土会）

　・西部市民サービスセンター、日吉神社会館に加入用紙の設置

　・広報活動（保存会ニュース発行「鹿嶋さん」第１号発行【総務部→広報部】

　・新屋衆報新年号掲載【総務部→広報部】

６日

・「会員全体会議」に向けて

１９日 ○会員全体会議（２月１９日）【総務部】

・全会員の部会所属決定

・各部年間計画と部会活動の具体化

日 ○会員の鹿嶋祭の「歌と太鼓」教室の開催（定期開催、曜日指定）【実技部】

○鹿嶋祭の歌と太鼓教室の開催企画と案内（実技部、定期開催、曜日指定）【実技部】

　・参加町内会への呼びかけ（文書案内）　　　　　　　　　

　・会場（西部市民センター、日吉神社会館）、開設の手配準備

日 ○会員の鹿嶋祭の「歌と太鼓」教室の開催（定期開催、曜日指定）【実技部】

○鹿嶋祭の歌と太鼓教室の開催（定期開催、曜日指定）【実技部】

○デモテープ（ＣＤ版）作成と町内配布（日新小学校合唱部の協力・共同製作）【実技部】

○鹿嶋人形、鹿嶋船、その他製作に関する調査、研究など【調査研究部】

○各町内の鹿嶋人形、鹿嶋船、製作物に関する指導、記録など【製作部】

日 ○鹿嶋祭の歌と太鼓教室の開催（定期開催、曜日指定）【実技部】

　・鹿嶋の歌、太鼓指導者派遣

○本年度「鹿嶋祭り」当番町緑町との連携【総務部】

１０日 日 ○平成２４年度鹿嶋祭

　・保存会のかかわり方

第３回役員会

　・第２回総会準備（開催日、資料作成）

日 第２回新屋鹿嶋祭保存会定期総会

　・平成２４年度鹿嶋祭り写真展（開催時期　　　　月　　　　　日） 秋頃開催予定
　・鹿嶋祭写真展
　・鹿嶋祭今昔を語る会

１２月

１月

６月

７月～

平成２３年度事業計画スケジュール表

新屋鹿嶋祭保存会

事業内容

第１０回準備会（準備会解散）

第１回役員会

○第１回三役会議の開催（２月６日）【総務部】

平成２３年

平成２４年

・総会総括と各種資料整理、保存会加入用紙書、理事会部会担当、部会開催日決定

①会則整理、会員名簿、役員名簿、②事業計画スケジュール③理事部会担当④部会開
催日予定⑤保存会入会書

２月

３月

４月

５月



保存会活動を会員及び新屋地域などに広報宣伝活動に関する事項

　・「鹿嶋さん」発行、その他宣伝媒体方法

　・新屋振興会、新屋地域の各団体への広報活動

　・ホームページ設定など

鹿嶋祭に関する歴史、祭事、慣習などに関する事項について調査、研究、発表など行う。

　・調査、研究した内容について会員、各町内会、住民に対して公表、発表する活動。

　・「鹿嶋祭今昔写真展」「鹿嶋祭の今昔を語る会」などの企画運営。

　・「デモテープ」「ＣＤ版」の製作、普及。

　・「演奏会」「発表会」など企画運営。

鹿嶋人形、鹿嶋船、その他祭りに関する製作物の調査・研究を行う。

各町内会の鹿嶋人形、鹿嶋船など製作物に関する調査・研究・交流・指導を行う。

○部長、副部長の選出。

○今年度、来年度以降の企画、開催目標など話し合って下さい。

製作部

討議のポイント

○主な活動骨子と内容について列記しました。各部会において討議し今後の部会活動
の目的、内容、目標を話し合って下さい。
○年間スケジュール表を参考に活動内容と事業、行事などの開催時期などを話し合って
下さい。

・鹿嶋船、鹿嶋人形の歴史的意義、時代の変化など調査・研究、発表。（調査研究部の
企画運営と関連性）

各部の主な活動内容（案）と具体化について

　・「歌」「太鼓」の歌唱、演奏など日時、場所を指定して教育、指導する。または町内会
に出向いて指導する。

事業部

広報部

調査研究部

実技部

総会で決定した事業方針に基づき、研究発表会、実技発表会、講演会など企画担
当する。

　・会員に「歌」「太鼓」などの歌唱及び演奏指導を行う。


